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【手続補正書】
【提出日】平成24年7月31日(2012.7.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークを介して接続されたコンピュータにおけるキャッシュ情報の更新方法であ
って、
　前記ネットワークを介して、変更前のドメイン名、変更前のインターネットアドレス、
変更後のドメイン名、変更後のインターネットアドレスおよび更新時刻の情報を受信する
処理と、
　前記変更前のドメイン名、前記変更前のインターネットアドレス、前記変更後のドメイ
ン名、前記変更後のインターネットアドレスおよび前記変更時刻の情報を、それぞれキャ
ッシュテーブルの第１の格納エリア、第２の格納エリア、第３の格納エリア、第４の格納
エリアおよび第５の格納エリアに格納する処理と、
　定期的に前記更新時刻を参照する処理と、
　現在時刻が前記更新時刻になると、前記第１の格納エリアの前記変更前のドメイン名を
前記第３の格納エリアの前記変更後のドメイン名に、前記第２の格納エリアの前記変更前
のインターネットアドレスを前記第４の格納エリアの前記変更後のインターネットアドレ
スに、前記第３乃至第５の格納エリアの情報をＮＵＬＬデータに、それぞれ設定する処理
とを実施する、
　ことを特徴とするキャッシュ情報の更新方法。
【請求項２】
　前記第１、第２のインターネットアドレスはＩＰアドレスである、
　ことを特徴とする請求項１に記載のＤＮＳキャッシュ情報の更新方法。
【請求項３】
　ネットワークを介して接続されたコンピュータであって、
　キャッシュテーブルと制御部とを有し、
　前記制御部は、
　前記ネットワークを介して、変更前のドメイン名、変更前のインターネットアドレス、
変更後のドメイン名、変更後のインターネットアドレスおよび更新時刻の情報を受信し、
　前記変更前のドメイン名、前記変更前のインターネットアドレス、前記変更後のドメイ
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ン名、前記変更後のインターネットアドレスおよび前記変更時刻の情報を、それぞれキャ
ッシュテーブルの第１の格納エリア、第２の格納エリア、第３の格納エリア、第４の格納
エリアおよび第５の格納エリアに格納し、
　定期的に前記更新時刻を参照し、
　現在時刻が前記更新時刻になると、前記第１の格納エリアの前記変更前のドメイン名を
前記第３の格納エリアの前記変更後のドメイン名に、前記第２の格納エリアの前記変更前
のインターネットアドレスを前記第４の格納エリアの前記変更後のインターネットアドレ
スに、前記第３乃至第５の格納エリアの情報をＮＵＬＬデータに、それぞれ設定する、
　ことを特徴とするコンピュータ。
【請求項４】
　前記第１、第２のインターネットアドレスはＩＰアドレスである、
　ことを特徴とする請求項３に記載のコンピュータ。
【請求項５】
　ネットワークを介して接続されたコンピュータに実行させるプログラムであって、
　前記ネットワークを介して、変更前のドメイン名、変更前のＩＰアドレス、変更後のド
メイン名、変更後のＩＰアドレスおよび更新時刻の情報を受信する処理と、
　前記変更前のドメイン名、前記変更前のＩＰアドレス、前記変更後のドメイン名、前記
変更後のＩＰアドレスおよび前記変更時刻の情報を、それぞれキャッシュテーブルの第１
の格納エリア、第２の格納エリア、第３の格納エリア、第４の格納エリアおよび第５の格
納エリアに格納する処理と、
　定期的に前記更新時刻を参照する処理と、
　現在時刻が前記更新時刻になると、前記第１の格納エリアの前記変更前のドメイン名を
前記第３の格納エリアの前記変更後のドメイン名に、前記第２の格納エリアの前記変更前
のＩＰアドレスを前記第４の格納エリアの前記変更後のＩＰアドレスに、前記第３乃至第
５の格納エリアの情報をＮＵＬＬデータに、それぞれ設定する処理とを前記コンピュータ
に実行させる、
　ことを特徴とするプログラム。
【請求項６】
　請求項５に記載のプログラムを記憶したことを特徴とするコンピュータ読み取り可能な
記憶媒体。
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